
育成をめざす資質・能力とＩＣＴ利活用について 

ＩＣＴの利活用については、黒板やノート、文房具などと

同じように基盤的なツールとして学習の環境と捉えるとい

う視点と、教科等に関わる資質・能力を育成するツールとし

て活用するという視点の両面で考えるとよいでしょう。 

特に、クラウドの活用は空間的・時間的制約を超えた関わりを生み出すという特徴から、「個別最適な

学び」と、「協働的な学び」を一体的に充実させていくために必要不可欠であるといえます。また、ＡＩ

等の先端技術の強みを生かした新たな学びの可能性について考えていくことも重要です。 

これまでの実践とＩＣＴとの最適な組合せの中で、子どもたちの可能性を引き出し、「主体的・対話的

で深い学び」を実現させていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

授業について考えるときの視点について ～主体的・対話的で深い学びを実現する～ 

□単元（題材）構想 … 各授業がつながり、子どもが成長を実感できる学びのまとまりとなっていますか？ 

□め あ て … 子どもにとって、見通しをもって学びに向かうためのものになっていますか？ 

□学習活動 … 子どもを授業のゴールに確実に導くための活動になっていますか？ 

□振り返り … 引き出したい振り返りを具体的に想定した授業づくりになっていますか？ 

□発  問 … 子どもが自分の考えをもち、学びを広げたり深めたりできる発問になっていますか？ 

□板書・ICT … 子どもの理解を促す分かりやすい板書やＩＣＴの利活用になっていますか？ 

□評  価 … その授業で身に付けさせたい資質・能力を見取る評価になっていますか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

急激に変化する時代の中で、子どもたち一人ひとり

が、自分のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる

他者を価値のある存在として尊重し、多様な人々と協

働しながら様々な社会的変化を乗り越え、未来を切り

拓き、持続可能な社会の創り手となることが求められ

ています。 

このため、平成 29 年３月告示の学習指導要領では、

育成をめざす資質・能力を右の三つの柱で整理し、各

学校において、育成をめざす資質・能力を社会と共有し、

よりよい学校教育を通じて、よりよい社会を創るとい

う理念を実現するためのカリキュラム・マネジメント

が重要であるとされています。 

 山口県では、各学校が、育成をめざす資質・能力を明

確にした『学校・地域連携カリキュラム』の更新、改善

を行い、学校と地域が連携・協働する教育活動を推進す

ることで、『ふるさと山口の創り手』の育成をめざして

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全ての子どもたちの可能性を引き出すための 
「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実と 

「主体的・対話的で深い学び」の実現をめざして 

令和７年９月（一部改訂） 

山口県教育委員会 

この『授業づくりガイド』は、日々の授業づくり

の参考資料として作成したものです。各項目に掲載

している二次元コードを読み取ることで、さらに詳

しい内容の資料にアクセスすることができます。随

時参照できるようにし、積極的に活用してください。 

ＩＣＴ利活用の捉え方 
クラウドを活用した 

学びの充実 

資質・能力の育成 

「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させ 

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を推進 

 

「個別最適な学び」 「協働的な学び」 

 指導の個別化 

学習の個性化 

リアルな体験 

関わり合い 

●基盤的なツールとして、学習の環境と捉えるＩＣＴの存在 

●教科等に関わる資質・能力を育成するツールとしてのＩＣＴの活用 思考力、判断力、表現力等 

理解していることやできることを 
どう使うか 

学びに向かう⼒、⼈間性等 

どのように社会や世界と関わり、 
よりよい人生を送るか 

や
ま
お
り 

I C T活用事例集 

Vol.1 

Vol.2 

Vol.3 

授業の中での教員の働きかけについて、３つの視点で考え、これらを磨いていきましょう。 
〈発問〉…思考に問いかける 〈指示〉…行動を指示する 〈説明〉…理解を促すために説明する 

山口県の学力向上の３本柱 
 
山口県では「未来を拓く たくましいやまぐちっ子の育成」という教育目標を

掲げ、その実現に向け、「学校の組織力の充実」「教員の授業力の向上」「学校・

家庭・地域の連携力の強化」という柱に沿った取組を進めます。 

検証改善 

委員会 

からの提言      

授業づくりと 

評価の手引き 

【改訂版】 

 ３本柱の図と 

関連資料 

リンク     

 ３本柱の図     

育成をめざす資質・能力 【育成をめざす３つの資質・能力】 

知識及び技能 

何を理解しているか、何ができるか 

理論編 実践編 

カリキュラム・マネジメントの手引き 




